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～新高球児物語～

2013年に入り、１ヶ月がたちました。部員たちは日々練習に取り組み、春の大会に向け頑張ってい

ます。私たちマネージャーも選手たちの成長を感じる毎日です。学校や野球部内でインフルエンザや

風邪が流行ってきています。手洗い、うがいや規則正しい生活を心がけ、体調を崩さないよう気をつ

けてほしいです。

●２月の予定

16日(土) 三年生を送る会

23日(土) 朝明・新宮合同練習

24日(日) 偲ぶ会

●チーム記録平均

項 目 今月のチーム平均 今月のトップ記録 先月のチーム平均

体 重 ６６．２kg ＋２kg ６５．３kg

●OB会

１月２日に本校において、ＯＢ会が開かれました。午後からグラウンドにてＯＢ戦が実施され、

現役チームが勝利をおさめました。沢山の先輩方が訪問され、試合に参加してくださいました。世代

を超えた対決に、新宮高校の歴史を感じることが出来ました。お忙しい中、本当にありがとうござい

ました。



●ボランティア活動

１月13日にボランティア活動を行いました。それぞれ班に分かれ、熊野川や新宮駅方面、イオン方

面など市内のゴミ拾いをしました。思った以上のゴミの多さに驚きました。地域の方に「ありがとう、

ご苦労さま」と声を掛けて頂いた時は、嬉しさが込み上げてきました。

よく部員たちが道に落ちているゴミを拾いながら登校している様子を見かけます。そういった行動

ができる部員たちを誇りに思います。これからも“私たちにできること”を考え、思いやりや協力を

大切にしていきたいです。

●新宮駅伝大会

１月20日に新宮駅伝大会が開かれ、選手たちは６チームに分かれ参加しました。多くの参加者が

あった中、新宮高校硬式野球部Ａチームは総合８位でゴールしました。応援してくださった皆様、本

当にありがとうございました。駅伝での各チームの成績と写真を掲載いたします。

順 位 チ ー ム タ イ ム

８ 位 Ａチーム ２２分４８秒

25 位 Ｃチーム ２４分５７秒

27 位 Ｂチーム ２５分０４秒

30 位 Ｄチーム ２５分３１秒

48 位 Ｅチーム ２６分５５秒

人数が足りなかったため途中棄権 Ｆチーム



●選手紹介

左から

瀧本くん

永春くん

佐々木くん

出下くん

佐々木道暢くん １年 ポジション：外野手

好きな言葉：勇気堂々

佐々木君は、気のきく礼儀の正しい選手です。持久力があり、また足の早さも部内でトップを争

います。努力をしているなという印象があります。

瀧本直樹くん １年 ポジション：投手、外野手

好きな言葉：受けた恩は倍返し、やられた借りは３倍返し

滝本君は向上心が強く、野球部のムードメーカー的存在です。体格がよく、長打の打てる選手で

す。試合を重ねるごとに成長しているように感じます。

出下立歩くん １年 ポジション：外野手

好きな言葉：継続は力なり

出下君はとても元気で、みんなを明るくしてくれる存在です。足が速く、その速さを試合などで

発揮しています。とても頑張り屋さんです。

永春大希くん １年 ポジション：外野手

好きな言葉：一意専心

永春君はいつも笑顔の選手です。持ち前の明るさで、部の雰囲気を良くしてくれています。盗塁

が上手く、また守備にも安定感があります。



●今月の練習風景など

野球部通信「考動」は新宮高校ホームページ

でも、ご覧頂けます。（新宮高校ホームページURL）

http://www.shingu-h.wakayama-c.ed.jp/

甲⼦園への夢を抱き続けた古⾓俊郎さん
こ す み と し ろ う

新宮高校野球部の元監督で、戦前の中等学校野球の屈指の名門、旧制海草中学野球部のメンバ

ーだった古角俊郎さん(91)が、１月８日、自宅で亡くなった。監督時代には新宮高校を６回甲子

園に導いた古角さん。新宮高校の再び甲子園への夢を抱き続けた古角さん死去の知らせに、同校

野球部ＯＢらが９日、古角さんの自宅を訪れた。

「基礎体力を付ければ甲子園に行ける。よし、やろら」。古角さんは先月23日、同町の旅館に野

球部OBら約10人が集まった食事会で新宮高校の甲子園出場への夢を語ったという。「古角イズム

野球王国・和歌山中興の祖-古角俊郎伝」(彩流社)の著者である田中弘倫さん(76)も参加していた。

田中さんは、「御大(おんたい)は『あと二年もたてば甲子園に出られる。それまで頑張る』とその

時、熱弁を奮われていた。練習次第では絶対に甲子園に行けると、今の監督にも陰でアドバイス

していた。痛恨の極みだ。」と悼んでいた。

古角さんは39年海草中の優勝時の中堅手。海草中は全５試合を完封、準決勝と決勝はノーヒッ

ト・ノーランで制した。48年に新宮高校野球部監督に就任。８年間の在任中、春２回、夏４回の

計６回、甲子園に出場を果たした。『毎日新聞地方版 2013年１月10日』から引用

～２月24日にホテル浦島において偲ぶ会が行われます。～


